
 

 

 

 

 

 

 

桜美林大学大学院 2025年度Ⅰ期入試 

心理学実践研究学位プログラム 臨床心理分野 

筆記専門試験 問題用紙 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号 氏名 

  

＊これは問題用紙です。答えは解答用紙に記入してください。  

＊用紙が配布されても合図があるまで開かないでください。 

＊試験中、監督の許可なしに、部屋の外に出ることはできません。 

＊不正行為に対しては厳正に対処します。 

＊試験終了後、問題用紙も回収しますが、メモなどは消さなくてもか

まいません。 



  



Ⅰ．以下の文章を読み、カッコ内に適切な言葉や人名を入れなさい。 

1. 認知の枠組みを変えることにより、物事を異なる視点から捉えて新たな意味付けを与

えて変化を促す機能をもった、家族療法や短期療法において用いられる技法を

（a.   ）という。 

2. 多面的かつ重層的にクライエントを捉えて支援に活かすため、複数の心理検査を組み

合わせて実施する手続きを（b.   ）という。 

3. 研究において真の目的を知らせないディセプションを行った場合に、それと対にして

調査や実験が終了した後に研究協力者に対して行われる事後説明を（c.   ）とい

う。 

4. データ分析に際して、平均値に影響を与える（d.  ）が存在する場合には、その影

響が少ない中央値を用いることがある。 

5. Wall, P.D.と Melzack, R.は、痛みを感じた時に、その部位の周辺に触れることによっ

て生じる痛みの緩和メカニズムについて、（e.   ）を用いて説明している。 

6. 全てのサービス利用者に対して、トラウマの行動や健康との関連やトラウマが生活に

与える影響を理解した上で、安全性を作り出す関わり方を（f.   ）という。 

7. パーソナリティ理論のうち、個人間の比較がしやすく、個人の詳細な特徴を量的に把

握することに長けているものを（g.   ）という。 

8. 精神疾患など個人の持つ特徴に対して、周囲から否定的な意味づけをされ、不当な扱

いことをうけることを（h.   ）と呼び、ウェルビーイングの低下と関連する。 

9. ある生物が、自発的に生起した特定の行動「A」に対して、弁別刺激と強化刺激を随

伴させ、特定の行動「A」の出現頻度を変容させることを（i.   ）という。 

10. 児童生徒が何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校

しない、あるいはしたくともできない状況を（j.   ）という。 

11. 主に自閉症スペクトラム（ASD）などの発達障害がある子どもたちが示す特有の行動

で、他者が言った言葉をそのまま、あるいは少し時間を置いてから繰り返すことを

（k.   ）という。 

12. 2 つのデータまたは確率変数の間にある線形な関係の強弱を測る指標を（l.   ）と

いう。 



13. 将来の変化に備え、患者を主体として、将来の医療や介護について前もって考え、家

族や医療・ケアチームが繰り返し話し合い、患者の意思決定を支援するプロセスのこ

とを（m.   ）・ケア・プランニングという。 

14. ポジティブな感情が関心や行動を広げ、資源や能力を形成するという考え方を

（n.   ）理論という。 

15. 家族内の相互作用を通して形成される家族内に漂う情緒的な環境や雰囲気のことを

（o.   ）という。 

16. 心神喪失又は心神耗弱の状態で殺人、放火等の重大な他害行為を行った人の社会復帰

を促進することを目的とした処遇制度のことを（p.   ）制度という。 

17. 障害を持つ持たないに関わらず、それぞれの社会や文化の中で、その人らしく生活で

きることを目指すことを（q.   ）という。 

18. 刑罰法令に触れる行為をした 14 歳未満の少年を（r.   ）という。 

19. 身体症状症において患者の不定愁訴を増幅してしまう認知的要因を森田正馬は

（s.   ）と呼んだ。 

20. がん患者の精神・心理的苦痛の除去などに関する学問を（t.  ）という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．以下の設問について指定の字数で回答しなさい。 

 

1. 保育園に通う年長男児（５歳）について、『集団行動を行うことが困難である』ことを

主訴に、園から心理の専門家による巡回指導（保育現場へ赴いて相談指導を行うこと）

が依頼された。本事例に対する対応方針（どのようなアセスメントを行い、誰に対して

どのような助言を行うのか）について、300 文字以内で述べよ。なお、巡回指導につい

て園児の養育者からは承諾が得られている。 

 

2. 「“エビデンスに基づく支援”とは、特定の診断/症状に対する効果が科学的に実証された

特定の方法やアプローチを当該診断/症状を呈するクライエントに行うことである」と

の誤った理解に対して、見落としている点を指摘したうえで、“エビデンスに基づく支

援”の正しい理解を 300 字以内で述べよ。 

 

3. 「小学５年生の学級集団を対象としてストレスマネジメント教育を実施した。心理的ス

トレス反応尺度を従属変数として、介入前、介入後、３か月後の３回に渡って質問紙調

査を行い、効果を測定した。１要因分散分析を行ったところ、時期の主効果が有意であ

った。このことから、ストレスマネジメント教育が有効であると結論づけた。」この報

告の統計上の問題点と改善方法について 300 字以内で述べよ。 

 

4. 精神科医療機関の外来で心理面接を担当する際に他の機関での心理面接と異なる特徴や

それに対する留意点について 300 字以内で述べよ。 

  



Ⅲ．以下は『態度が相反する他者への過度なバイアス認知を錯視経験が緩和する効果』（神

原 歩 (2021) 心理学研究, 第 92 巻 第 1 号, pp.12–20）からの抜粋である。下記に示す結果

から、本研究におけるバイアス認知に関する 3 つの仮説についてどのような結果が得られた

と言えるか。適宜、具体的な分析結果を示しながら 400〜600 字で記述しなさい。 

〈参考資料：ここで取り上げた論文の一部抜粋および作問のために一部改変〉 

要約  

本研究では，相反する意見を持つ他者に対する「偏見的認知」の発生メカニズムとその緩

和方法について検討した。人は自分の認知や判断を客観的事実の反映だと信じやすく，その

ため自分と異なる意見を持つ人をバイアスがかかっていると見なす傾向がある。これを「ナ

イーブ・リアリズム」と呼ぶ。特に，自分の意見と相反する人に対して，このバイアスは強

く働き，その人自身も否定的に評価されがちである。これを緩和する方法として，錯視（視

覚の錯覚）を利用し，自分の知覚が必ずしも正確ではないこと（知覚の不確かさ）を経験さ

せることで，バイアスがかかった認知（バイアス認知）を減らすことができるのではないか

と考えた。 

具体的な刺激として「動く錯視」を採用した。「動く錯視」とは，静止画が色の対比効果

や形によって，あたかも動いているように見える錯視である。「静止している」という紙の

特性と，「動いている」という見え方に差異を感じると，参加者は自分の知覚は対象の物理

的特性の正しい反映ではないことに自ら気づく（錯視画紙上条件）。加えて，対象の特性と

は異なる知覚を経験しない統制条件として，本錯視画と色形は類似したものであるが錯視画

ではない統制画を紙に印刷したものを呈示する条件（統制画紙上条件）を設けた。ただし，

錯視画の有無の操作だけでは，バイアス認知の程度に影響を与えたのが，錯視経験の有無な

のか，錯視画呈示の有無なのか特定することができない。そこで，錯視画呈示の有無の効果

であるという代替解釈を確認するために，動く錯視画をモニター上で呈示する条件を加えた

（錯視画モニター条件）。モニター上に動く錯視画を呈示すると，参加者はモニター上で動

く（動いているように見える）画像を目にすることになる。紙に印刷された画像が動いて見

えると，参加者は自分の物理的知覚がその画像の物理的特性を反映していないことに気づく

と考えられるが，モニター上の画像が動いているように見えても，その画像の物理的特性を

反映していないとは感じない。つまり知覚の不確かさを経験しないと考えられる。 

 

仮説 

 本研究の仮説は以下の通りとなる。まず，錯視経験無し，すなわち通常時は相反態度の他

者に対するバイアス認知は同一態度の他者に対するバイアス認知より高いことから，仮説 1

「統制画紙上条件では，相反態度の他者に対するバイアス認知は同一態度の他者に対するバ

※問題本文は著作権上、webページに掲載することができません。 

出典を参考にしてください。 

 

出典 

『態度が相反する他者への過度なバイアス認知を錯視経験が緩和する効果』（神原 歩 (2021) 心理学研

究, 第 92 巻 第 1 号, pp.12–20） 



イアス認知より高いだろう。」と設定する。そして，錯視経験によって自己の判断のバイア

ス認知が高まることから，仮説 2 として「錯視画紙上条件では統制画紙上条件より，相反態

度の他者に対するバイアス認知は低く，同一態度の他者に対するバイアス認知は高いだろ

う。結果として，相反態度の他者と同一態度の他者のバイアス認知の差が緩和されるだろ

う。」と設定する。最後に，モニター上の錯視画の呈示は知覚の不確かさに直面する経験で

はないから，相反態度の他者についてのバイアス認知にも，同一態度の他者についてのバイ

アス認知にも影響を与えない。したがって，仮説 3 として，「錯視画モニター上条件では，

統制画紙上条件と同様に，相反態度の他者に対するバイアス認知が，同一態度の他者に対す

るバイアス認知より高いだろう。」と設定した。 

 

方法 

実験参加者：大学生 87 名（男性：40 名，女性：47 名）であった。 

実験デザイン：対象者（同一態度の他者・相反態度の他者）×呈示刺激（統制画紙上・錯視

画紙上・錯視画モニター上）の 2 要因 6 条件の参加者間要因計画であった。 

手続き：本実験は社会問題に関する意識調査であると伝え，3 つの社会問題（死刑制度の存

続，原子力発電所の増設，裁判員制度の導入）について，自分の意見を「賛成」，「反対」

から選択するよう求めた。 

画像の呈示：実験者の合図で表紙をめくり，紙に印刷された画像を順番に注視するよう教示

した。各画像の呈示時間は 40 秒であった。錯視画紙上条件では動く錯視である 3 つの錯視

画（注 1）が，統制画紙上条件では各錯視画と色形は類似したものであるが錯視ではない 3

つの統制画が印刷されていた。錯視画モニター上条件では，錯視画紙上条件で呈示した錯視

画をコンピュータディスプレイ上で呈示した。 

バイアス認知の測定：続いて参加者に，人の印象評価についての調査を行うと告げ，質問紙

への回答を求めた。質問紙は 2 つのパートから成り立っており，1 つめのパートでは，最初

の手続きで回答した 3 つの社会問題から最も関心がある社会問題について選択を求めた。2

つめのパートでは日常生活で人がよく示すバイアス 7 項目についての説明が記述されてい

た。同一態度の他者条件では関心があると選んだ社会問題において同じ態度を示した人を，

相反態度の他者条件では自分と反対の態度を示した人を想像するように求めた。そして，各

項目の記述にその人が当てはまる程度を「全くあてはまらない（1）」─「非常によくあて

はまる（9）」の 9 段階で評定を求めた。7 つのバイアスの項目例は「自分の信念に合う情

報は受け入れるが，自分の信念に矛盾する情報は否定する。」「自分が得られる利益を重視

して，どのような行動をとるか決定している。」などであった。 

※問題本文は著作権上、webページに掲載することができません。 
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究, 第 92 巻 第 1 号, pp.12–20） 



結果 

 全参加者のうち，統制画

紙上条件で使用した統制画

を「動いているように見え

た」と評価した参加者，錯

視画紙上条件で錯視画が

「止まっているように見え

た」と回答した参加者等を

除外し，合計 78 名を分析

対象とした。 

バイアス認知得点に対

し，2（対象者：同一態度の

他者・相反態度の他者）× 

3（呈示刺激：統制画紙上・

錯視画紙上・錯視画モニタ

ー上）の分散分析を行った。結果を Figure1 に示した。他者の意見の主効果が有意であり

（F (1, 72)=4.90,p <.05），また 2 要因の交互作用が有意であった（F(2, 

72)=4.56,p<.05）。そこで，呈示刺激要因の単純主効果の検定を行ったところ，相反態度の

他者を想起した群内で呈示刺激要因の効果が有意であり（F (2, 72)=6.57,p<.01），ボンフ

ェローニの多重比較検定の結果，相反態度の他者に対するバイアス認知得点は錯視画紙上条

件で，統制画紙上条件と錯視画モニター上条件より，それぞれ低かった（順に，p<.05; 

p<.01）。他方，同一態度の他者を想起した群では，呈示刺激の効果は見られなかった（F 

(2,72)=0.36,n.s.）。 次に，対象要因の単純主効果の検定を行ったところ，統制画紙上条

件，錯視画モニター上条件ともに対象要因の効果が有意であり（統制画紙上条件：F(1,72) 

=4.49, p<.05,; 錯視画モニター上条件：F (1,72)=7.96,p<.01），両条件のバイアス認知得点

は，相反態度の他者条件において同一態度の他者条件より高かった。一方，錯視画紙上条件

では，対象要因の効果は認められなかった（F (1,72)=1.33,n.s.）。 

 

 

 

※問題本文は著作権上、webページに掲載することができません。 
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注1） 論文に掲載されている「動く錯視」に用いられた図形は著作権の関係で掲載できない

が、古典的な「動く錯視」の例としてオオウチ錯視を紹介する。以下の錯視図の中の

領域が動いて見える。 

 

出典：Ouchi, H. Japanese Optical and Geometrical Art. New York: Dover, 1977.  

なお、図は、立命館大学北岡明佳教授による作図である

（https://www.psy.ritsumei.ac.jp/akitaoka/catalog.html）。 
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MEMO ご自由にお使いください。 

-------------------------------------------------- 


